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★皆様の周りで「ぜひ学生に取材して欲しい！」という活動があれば、市民協働課協働推進係まで情報を
お寄せください。よろしくお願いいたします！ ／ 発行元： 市民協働課 協働推進係 （内線 ３５７）

協働によるまちづくり
学生ジャーナリストNo.1決定戦 開催中！

みんなで住みたいまちに ★ できることからはじめよう！

平成２７年４月に施行された「弘前市協働によるまちづくり
基本条例」は、「みんなでまちづくりをしていきましょう」という
「協働 」を柱としたまちづくりの仕組み（ルール）を定めています。
そのなかで、基本となるのは「市民参加 」！
一人ひとりが、自分たちのまちは自分たちで作っていくという意識を

持って、できることから取り組むことを大切にしています。Vol.4・2021年6月

協働
部屋

の ♪ 「協働によるまちづくり」を紹介する情報発信ページ ♪

学生が記者として弘前市内のまちづくり活動を取材し、
紹介記事を作成するコンテスト！優秀作品には賞金あり！
身近に学生の方がいらっしゃれば、ぜひ！ 詳細はこちら☞

市民参加型まちづくり１％システム
スタート部門 7/1より申請受付開始！（7/30締切）

これまでの１％システムよりも気軽に申請できる！
☝詳細はこちら まちづくり初心者の方、必見！やりたい活動をスタートしよう！

のパートナーってどんな人(団体)がいるの？？

町内会
行政と市民をつなぐ役割、
地域のネットワークを持っています。

企業(事業所)
時代の変化への対応力、効率的な実行力が
企業の強み。
地域と連携した、社会貢献活動を行う企業も
増えています。

ボランティア団体
多様化した住民ニーズに柔軟に対応できる
団体も多いです。

大学
教員・・・学術的な専門性が高く、知識・経験を

地域へ還元することができます。
学生・・・エネルギッシュで自由な発想力を持って

います。

協働事業を実施するには、パートナーとなる市民の「力」を
引き出すことが重要です。
そんな「協働のパートナー」の一例をご紹介！
各パートナーの特徴に応じた協働の手法を検討しましょう。

市民協働課の

新たな取り組み

次号では、協働の形態についてご紹介します！

☞市HP 
協働によるまちづくり基本条例ページ

市民協働課Facebookページ「弘前まぢながサミット」
市内でのまちづくりの取組みやイベントの情報発信をしています。

詳細はこちら☞

3697
テキスト ボックス
参考⑤



今年度も「 協働によるまちづくりに関する職員意識調査 」を実施します。ご協力よろしくお願いします！

／ 発行元： 市民協働課 協働推進係 （内線 ３５７）

そもそも・・・

市民等・議会・市が、それぞれの
役割を持ち、協力し合って、みんな
で住みやすいまちにしていくこと
です。
弘前市では、単に“市民”とせず
に「市民」「学生」「子ども」「コミュ
ニティ」「事業者」を主体として、そ
れぞれ役割を定めているのが特徴
です☆

市民等

市議会

協働

01

じゃあ・・・

社会状況やライフスタイルの変化に
よって、地域課題も多様化し、行政や
市民個人の努力だけでは対応が難しく
なってきています。
市民の声に耳を傾け、市民目線を取
り入れることで、遠回りに見えても効果
的で、さらに円滑に事業を進めることが
でき、まちづくりの課題解決や活性化に
つながります。
また、市民のニーズを把握することで、
きめ細やかなサービスができるように
なります。

02

積極的に市民へ情報を届けることで、市民参加の

機会が生まれ、市民のちからを活かしていくことが、

協働によるまちづくりに必要不可欠です。

わかりやすい表現で！どうすれば「伝わる」かな？

など情報の伝え方から工夫してみましょう。

また、市職員も市民や市民活動団体の情報収集を

することで、協働のヒントが見つかることだってある

んですよ。

市民がまちづくりに参加できる
機会をつくりましょう♪

みんなで住みたいまちに ★ できることからはじめよう！

平成２７年４月に施行された「弘前市協働によるまちづくり
基本条例」は、「みんなでまちづくりをしていきましょう」という
「協働 」を柱としたまちづくりの仕組み（ルール）を定めています。
そのなかで、基本となるのは「市民参加 」！
一人ひとりが、自分たちのまちは自分たちで作っていくという意識を

持って、できることから取り組むことを大切にしています。

「協働によるまちづくり」を
十分に認識して、市民の立場に立って、
懇切丁寧に仕事をすることや市民等の
まちづくりを支援することです。
条例には、「総合計画」「財政運営」
「附属機関」など行政の運営について
も記されています。
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＼ 教えて!! ／

Vol.1・2020年8月

協働
部屋

の

協働を意識して、
ちょっと工夫するだけで、

これまで以上にいい仕事ができて、
市民に喜ばれるかも♪

✨ Ｗｉｎ-Ｗｉｎの関係✨

♪ 「協働によるまちづくり」を紹介する情報発信を始めました ♪


